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第1章　 緒 言

a「 ナ フ トー ル」ト「ヂ メチール パラフエニー レンヂア ミン」トヲ以 テ スル 「イン ドフエ ノール」

反 慮ハ古 クヨ リ臟 器組織 ニ.血 液,膿 球 ニ或 ハ諸種細 菌等 ニ就 テ幾 多 ノ貴重 ナル業績 ア リ.余

モ嘗 テ淋疾 及 ビ其他2-3ノ 化 膿性 疾患 ノ膿球 ニ於 テ試 ミタ リ.其 後 膿球 ノ「ドー バ」反感 ノ性状

ヲ檢 スル ニ當 リ同時 ニ同一材料 ニテ同一條件 ノ下 ニ「イン ドフエノー ル」反應 ヲ施 シテ兩反應 ヲ

比 較試驗 セ リ.而 シテ 「ドー バ」反慮 ニ就 テ ハ既 ニ前 囘發表 セル ヲ以 テ茲 ニハ「イン ドフエ ノー

ル」反慮 ノ ミニ就 テ述 プル ニ止 メ,此 兩反慮 ノ相違 ハ後 ニ報 告 セン ト欲 ス.

第2章　 諸 種 前 處 置 ノ 「オ キ シ ダ ー ゼ 」反 慮 ニ 對 ス ル 影 響

第1節　 實 驗 材 料 竝 ニ 實 驗 方法

材料ハ 「ドーパ」反懸ヲ行 ヘルトキ同時ニ採取.セル急性淋疾患者ノ膿 ニシテ,同 ジク1部 ハ新鮮ノママ,

他 ノ1部 ハ「フオルマリン」蒸氣ニ30分 間固定 シテ「ドーバ」反慮ニ於ケル ト同様ノ前處置ヲ施ス.

試藥ハα「ナフトール」1gヲ100ccノ 煮 沸セル蒸館水ニ溶解 シ苛性加里 ヲ加ヘテ弱「アルカリ」性 トナス,

(第1液)第2液 ハ用 ニ臨 ミ「ヂメチールパラフエニーレ ンヂア ミン」ヲ1%ノ 割ニ蒸餾水ニ溶解ス.

此兩液 ノ同量ヲ混合 セルモノヲ濾過 シナガラ塗抹標本上ニ滴下 シ被覆硝子ヲ被ヒテ鏡檢ス.

前處置 トシテハ以下述ブル諸種ノ理化學的操作ヲ種 々ノ時間行ヒ次デ水洗 セル復 「オキシダーゼ」反慮ヲ

試ム.
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膿球ノ「オキシダーゼ」反應ニ就テ 1309

第2節　 實 驗 成 績

本反應 ハ「ドーバ」反應 ト異 リ固定セル ト否 トヲ問ハズ陽性 ノ場合ハ殆 ド常 ニ原形質ニ青色顆

粒 ヲ認 メ極ク少數 ノ且特殊ノ場合 ニノミ核 ノ青染 スル ヲ見ル.

1)「 エ チ ー ル ア ル コ ー ル 」

(Aハ 新 鮮 標 本, Bハ 固定 標 本 ヲ示 ス. 10分, 30分 等 ハ「ア ル コ ー ル」等 ノ作 用時 間 ヲ意 味 ス,以 下 同 様.

其 他 ノ記 號 ハ 前 囘「ドー バ」反 應 ニ準 ズ.)

A)10分 原形質 ノ青色顆粒ヲ認ムルモ其色稍々淡

ク,細 胞個々ノ外界モ多少不明ナリ(〓 弱).

20分 前標本 ニ類似ス(〓 弱).

30分 淡 クシテ顆粒見難 シ(+弱).

B)10分 各細胞 ノ中央部又ハ所々ニ集合セル顆粒

ヲ見,核 ハ識別 シ難 シ.爲 メニ細胞 ノ邊縁ニハ透

明ノ帶アリ(〓).

20分 細 胞 ノ境界不明瞭ナルモ顆粒ハ可ナ リ多數

存在ス(〓).

30分 大部分ハ細胞全體ガ瀰漫性ニ淡青色ニ染ル

モ中ニハ顆粒ヲ認ムルモノモ少數アリ(+).

2)「 メ チ ー ル ア ル コ ー ル 」

A) 10分 細 胞 ノ形 ハ 認 メ ラル ル モ原 形 質 ノ顆 粒 全

ク ナ シ(-).

20分10分 ノモ ノニ類 似 ス(-),

30分 全 ク 染 色 セズ(-).

B) 10分 極 ク輕 度 ノ淡 青 色 ノ顆 粒 ラ シ キ モ ノ見 ユ

(±).

20分 全 ク染 ラ ズ(-)．

30分 同 上(-).

3)「 ヘ プ チ ー ル ア ル コ ー ル 」

A) 15分 固定 セルモノニ比スレバ稍々其色淡 シ

(〓).

30分 青 色顆粒 ノ染ル細胞 ト然 ラザルモノトアリ

(〓).

B) 15分 大 部分ハ定型的ノ顆粒ヲ示スモ,中 ニハ

瀰漫性ニ染ルモノモアリ(〓 強).

30分 前 標本ヨリ多少青色 ノ度淡キ感アリ(〓).

4)「 エ ー テ ル」

A) 10分 原形質ニ青色顆粒見 ラルルモ細胞 ノ形多

少崩壊セルラシ(〓 弱).

20分 前 標本 ト略ボ同様ナ リ(〓 弱).

30分 顆粒 ノ色可ナリ淡 シ(+強).

B) 10分 前處置ヲ施サザルモノト異 ラズ(〓).

20分 同上(〓).

30分 同上(〓 弱).

5)「 ク ロロフオ ルム」

A) 10分 第1液,第2液 ノ混合セルモノヲ加へ直

チニ 「デツキグラス」 ヲ被 ヒテ見 レバ原形質ノ青

色顆粒 ヲ認ムルモ,暫 時後雲状 トナ リテ流 レ去ル

(〓弱).

20分 前標本ニ頻似ス(〓 弱).

30分 細胞 ノ周邊部ノミニ青色 ノ顆粒存スルモ中

央部ハ瀰漫性ニ青緑色 ヲ呈ス.核 ハ不明ナリ(+).

B)10分 顆粒 ノ數稍々減少ス.核 ノ中央部ハ透明

ナルモ原形質ニ近キ部ハ輕度 ニ散漫性ニ青色 ニ染

ル(〓).

20分 原形質,周 邊部ニハ顆粒存スルモ原形質 ノ

幅挾 シ.核 ノ部ハ 般 ニ青染 ス(〓 弱).
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1310 内 田 茂 雄

30分 原形質ハ顆粒状 トナラズシテ瀰漫性ニ青染

スルモノ多 シ.又 細胞 ノ邊縁部ノミ染色スルモノ

アリ(+強).

6)「 チアン」加里(2%)

A) 15分 前處置ヲ施サザルモノト變化ナク美麗ナ

ル顆粒 アリ(〓).

30分15分 ノモノト殆 ド異ラズ(〓).

B) 15分 新 鮮標本ヨリモ頗 ル美麗ナ リ(〓).

30分 顆 粒ノ數多少減少セル感アルモ其像鮮明ナ

リ(〓 強).

7)「 チアン」加里(5%)

A) 15分 極 ク少數ノ細胞 ニ少數 ノ顆粒ヲ認ムルモ

大部分 ノ細胞 ハ全ク染色セズ(+).

30分 塗 抹セル膿雲状ニ流 レ去 リ其像見難 シ(±).

B) 15分 正常標本異ル所ナシ(〓).

 30分 前標本ニ類似ス(〓 弱).

8)鹽 酸(0.1%)

A) 15分 普通 ノ新鮮標本ト同様 ノ像ヲ呈ス(〓),

 30分15分 ノモノト同様ナリ(〓).

B) 15分 普通固定標本ニ類似ス(〓). 

30分 大部分 ノ細胞 ハ何等變化ナキモ中ニハ顆粒

ノ稍々減少セルモノモア リ(〓 強).

9)鹽 酸(0.5%)

A) 15分 肉眼的ニハ輕度ニ青色 ノ調ヲ帯ブルモ顯

微鏡的 ニハ顆粒殆 ドナシ(±).

30分 前 標本ニ類似ス(±).

B) 15分 新鮮標本 ト相似 タリ(±).

 30分 同 上(-).

10)鹽 酸(1%)

A) 15分 細 胞 ノ形ハ明カナルモ全 ク染色セズ(-).

 30分 前標本 ト同様(-).

B) 15分 新鮮標本 ト異ラズ(-).

 30分 同 上(-).

11)硝 酸(1%)

A) 15分 全 ク陰 性 ナ リ(-). B) 15分 新鮮標本ト同様(-).

12)醋 酸(2%)

A) 15分 顆粒明瞭 ニ見 ラルルモ固定標本ニ比スレ

バ稍々不良ナ リ(〓).

30分15分 ノモノニ類 ス(〓).

B) 15分 前處置ヲ行ハザルモ ノト異 ラズ(〓).

 30分15分 ノモノト相違ナシ(〓),

13)單 寧 酸(1%)

A) 15分 正常標本ト同様 ノ像ヲ呈ス(〓), B) 15分 新鮮標本ト大差ナシ(〓).

14)單 寧 酸(2%)

A) 15分1%ノ モ ノト變化ナシ(〓). B) 15分 新鮮標本 ト同様(〓).

15)苛 性 曹 達(0.5%)

A) 15分 極 ク1部 分 ノ細胞 ハ染色セザルモノアル

モ多クハ定型的 ノ顆粒ヲ有ス(〓).

30分15分 ノモノヨリモ稍々障碍セラルル度大ナ

リ(+強).
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膿球 ノ「オキシダーゼ」反應 ニ就テ 1311

B) 15分 著 明ニ顆粒ヲ認ム(〓).

30分 原形質内ノ顆粒 ヲ見ルモ稍々減少セル感ア

リ(〓 強).

16)苛 性 曹 達(1%)

A) 15分 染色 セザル細胞可ナ リ多數アルモ多 クハ

濃染セル顆粒 ヲ認ム(+強),

30分15分 ノモノニ類 ス(+).

B) 15分 新鮮標 本ヨリモ著明ナ リ(〓).

30分15分 ノモノト似 タルモ染色稍々淡キガ如シ

(〓).

17)苛 性 曹 達(5%)

A) 15分 細胞 ノ輪廓ハ尚ホ認メラルルモ著 シク破

壊 シ顆粒 ノ色モ汚穢緑色ヲ呈ス(+).

B) 15分 全 ク染色セサル細胞アルモ,中 ニハ深青

色ニ染ルモハモアリ(+).

18)苛 性 曹 達(7%)

A) 15分5%ノ 新鮮標本ヨリモ細胞 ノ崩壊スル度

大ナルモ尚ホ汚穢線色ニ染レルアリ(-).

B) 15分 肉眼的竝ニ顯微鏡的ニ多少青色 ノ調アル

モ顆粒 ナシ(-).

19)苛 性 曹 達(10%)

A) 15分 細胞 ノ形状殆 ド消失 シ點状ノ汚穢緑色ノ

物質ヲ見 ルノ ミ(-).

B) 15分7%ノ 固定標本ニ類ス(-).

(1%ノ 鹽酸, 7%ノ 苛性曹達ハ「インドフエノー

ル」反應ノ前ニ處置ス レバ共ニ陰性 トナルモ,反 對

ニ「インドフエノール」反應 ノ後 ニ之等ノ液ヲ作用

セシムレバ,鹽 酸ノ場合ニハ瞬間ニ陰性 トナルモ

苛性曹逡ハ10%ニ テ, 10分 間 作用セシムルモ全

ク障碍セズ.故 ニ此兩者ノ「イ ンドフエノール」反

應ニ對スル作用ハ其性質異ルモノナルペシ.)

20)「 キ シ ロ ー ハレ」

A) 10分 所 々ニ顆粒ヲ有スル細胞少數アルモ多ク

ハ細胞 ノ邊縁部ニ淡青色ノ顆粒1列 ニ存在ス(+

強).

20分 前標本 ニ類似ス(+強),

30分 定型的ニ染色スル所 ト,別 ニ全ク染ラザル

所 トア リ(+).

B) 10分 新鮮標本ヨ リ著明ナルモ同ジク細胞 ノ周

邊部ニノミ顆粒 ヲ見ルモノ多シ(〓).

20分 同上(〓).

30分 略ボ20分 ノモノニ類似ス(〓 弱).

21)太 陽 光 線

本實驗 ニ於テモ「ドーバ」反應 ト同様新鮮竝ニ「フ

オルマリン」蒸氣固定標本ヲ水中及ビ室氣中ニテ

日光ニ5時 間曝ス.

A)(室 氣 中)正 常 新鮮 標本 ヨリモ寧 ロ美麗ナリ

(〓 強).

(水 中)極 ク1部 分 ノ細胞 ニ粗大ナル青色ノ滴状

物アルモ大部分 ノ細胞 ハ全ク染ラズ(±).

B)(室 氣中)顆 粒多少減少セル細胞 アルモ多クハ

正常固定標本 ト異ラズ(〓).

(水 中)極 ク僅 ニ淡青色 ニ染ル細胞 アルモ殆 ド全

ク染色セズ(±).

22)人 工太陽燈

標本ヲ乾燥 ノママ及ビ水中ニ浸シテ30分 間10cm

ノ距 離ニテ照射ス.

A)(乾 燥)正 常標本ヨリ却テ著明ナリ(〓 強) .

(水 中)大 部分顆粒ヲ示スモ亦不染色 ノママ殘ル
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1312 内 田 茂 雄

モノ多 シ(+).

B)(乾 燥)「 クロロフオルム」,「キシロール」ノ場

合 ト反對ニ顆粒ハ細胞 ノ中心部ニ集合スルモノ多

シ.「 エ チ ー ル アル コー ル」ノ場 合 ニ類 似 ス(〓).

(水 中)前 標 本 ニ類 似 ス(〓 弱).

23)「 レ ン トグ ン」放射

距離20cm 20分 間(2.5紅 斑量)照 射ス.

A)(乾 燥)染 色不良 ノ部モ有 レド多クハ定型的 ノ

顆粒 ヲ示ス(〓).

(水 中)略 ボ前標本ト似ル(〓).

B)(乾 燥)美 麗ナル顆粒ヲ認ム.正 常標本ヨ リ寧

ロ良好ナ リ(〓).

(水 中)前 標本ヨ リ多少成績不良 ナルモ頗ル美麗

ナ リ(〓 強).

本反應ニ於テモX線 放射後再 ビ「フオルマ リン」蒸

氣中 ニ放置シ種々ノ間隔ヲ置 キテ試験セ リ,

 10日 目

(乾燥)標 本ノ中心部ハ染色稍々淡キモ周邊部ニ

在ル細胞 ハ殆 ド變化ナシ(〓).

(水中)略 ボ前標本ニ類似スルモ原形質 ノ顆粒大

小不同アリ(〓 強).

21目 目

(乾燥)顆 粒多敷存スルモ大小不同ア リ.特 ニ粗

大ナルモノ多シ(〓).

(水 中)乾 燥標本ニ似 ルモ細胞 ノ外界稍々不明瞭

トナ リ且原形質多少散漫性ニ染ル傾向アリ(〓).

 33日 目

(乾燥)　 21日 目ノ乾燥標本ト相似タリ(〓).

(水 中)　 同 ジク21日 目ノ水中標 本ニ似ル(〓).

24)乾 燥加熱98℃

A) 15分 普通新鮮標本ヨリモ核.原 形質ノ境界明

瞭ナリ(〓 強).

30分15分 ノモノト大差ナシ(〓 強).

B)15分 新鮮標本ヨリモ美麗ナリ(〓).

 30分 同上(〓).

25)乾 燥加熱 160℃

A) 30分 青色顆粒全ク影ヲ浸ス(-). B) 30分 全 グ陰性ナ リ(-).

26)火 超 通 過

瓦斯焔 ノ酸化娼 ト還元焔 トノ中間ヲ瞬間數囘通過

セシム.

A) 10囘 所 々ニ原形質 ノ顆粒ヲ認ムルモ間モナク

雲状 トナ リテ流ル(+強).

30囘 塗抹 セル膿流レ共像不明ナリ(±).

60囘 同上(±).

B) 10囘 普 通固定標本ト大差 ナク,著 明 ニ顆粒 ヲ

見ル(〓).

30囘 原形質ノ外界ハ明瞭ナルモ顆粒ノ色稍々淡

キモノ多シ(〓).

60囘 核 ト原形質 トノ境界不明瞭ニシテ細胞全體

ニ亙 リテ顆粒状物散在ス(+).

27)温 湯80℃

A) 15分 細胞 ノ形状ハ詔メラルルモ青色顆粒全 ク

ナシ(ー).

30分 同上(-),

B) 15分 全 ク不染色標本 ト同様ノ像ヲ呈ス(-).

30分 前標本 ト相似 タリ(-).
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28)寒 冷作用 -20℃

標本ヲ氷 ト食鹽 トヲ加ヘタルモノノ中ニ直接ニ各

時間放置ス.

A) 30分 普通新鮮標本 ト異ラズ(〓).

60分 顆粒多少減少セル感 アルモ尚ホ著明ニ見 ラ

ル(〓).

120分 略 ボ前標本ニ類ス(+).

B) 30分 正常固定標本ヨリ却 ツテ明瞭ナ リ(〓).

 60分 前標本ニ比スレバ顆粒 ノ數稍々減少セル細

胞アリ(〓 強).

120分 稍 々汚穢ナリ(+).

29)塗 抹 後,室 氣 中,「 フオルマ リン」蒸 氣竝 ニ「フオル マ リン」

溶 液(10%)(酸 性)ニ 放 置 セル モノ

第9日

(1.室 氣 中) 核 ハ全 ク透明 ニシテ原形質ニハ深青

色 ノ顆粒 ヲ見ル(〓).

(2.「フオルマリン」蒸氣)前 標 本ト同様 ノ像ヲ呈

ス(〓).

(3.酸 性「フオルマリン」液)前2者 ニ比スレバ顆

粒 ノ色僅ニ淡 シ(〓).

第14日

1)美 麗 ナル顆粒原形質内ニ充満ス(〓).

2)前 日ノモノニ異ラズ(〓).

3)核 ト原形質 トノ境界明カナルモ色ハ稍々淡シ

(〓弱).

第17日

1)原 形質内ノ顆粒著明ナリ(〓).

2)前 標 本ト同様(〓).

3)不 染 色ノ細胞少數存在スルモ尚ホ正常 ノモノ

ト異ラザル細胞多數アリ(〓).

第21日

1)定 型的 ノ顆粒ヲ認ムルモノアルモ染色淡 キモ

ノ混在ス(〓 強).

2)正 常標本 ト大差ナシ(〓).

第25曰

1)「 エオジン」嗜好細胞 ノ顆粒ハ深青色ナルモ中

性多核白血球 ノモノハ稍々淡キ感アリ(〓 強).

2)前 日ノモノト異 ラズ(〓).

3)染 色 可ナ リ淡 シ(+).

第29日

1)前 日ノ標本ト相似タリ(〓 強).

2)細 胞 ノ外界ハ明カナルモ核 ト原形質 トノ境界

可ナリ不明ニシテ細胞體全部ニ顆粒 ノ存スルモノ

アリ(〓 強).

3)顆 粒 ノ數著シク減少ス(+).

第33日

1)顆 粒ハ細胞 ノ邊縁部ニ多 ク核ニ近キ部ハ減少

ス(〓).

2)核 ノ大サ縮少ス.原 形質 ノ顆粒ハ深青色ナリ

(〓).

3)定 型 的ノ顆粒 ヲ認 ムルモノアルモ雲状 ヲナシ

テ流ルルモノ多シ(+).

第40日

2)所 々ニ頗ル濃染スル顆粒 ヲ有 スル細胞ア リ.

(「エオジン」嗜好細胞)中 性多核白血球 ノ顆粒ハ正

常 ト異ラズ(〓).

第56日

1)顆 粒 ノ色頗ル淡 シ(〓).

2)前 日 ノモノト大差ナシ(〓).

3)標 本1)ノ モ ノヨリモ淡シ(+).

第70日

1)核 ハ全ク透明ナルモ原形質ハ顆粒 ヲ示スモノ

少ク多 クハ瀰漫性ニ染ル(〓).

2)原 形質一般ニ瀰漫性ニ淡青色ニ染 リ其上ニ深

青色ニ染ル顆粒充満ス(〓).
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3)核 ハ透明ニシテ原形質ハ散漫性ニ帯黒青色ニ

染 ル(+).

4)(中 性「フオルマ リン」液10%)酸 性「フオルマ

リン」液 ノモ ノト同様ノ像ヲ認ム(+).此 染色不

良 ナルモノニ0.2%ノ 過 「マンガ ン」酸加里 ヲ15分

間作用シテ再ビ「オキシダーゼ」反應ヲ施セバ原形

質ハ同ジク瀰漫性ニシテ顆粒ヲ示サザ レドモ色ハ

著 シク濃厚 トナ リ美麗ナル青色ヲ呈ス.但 シ核ハ

初 メノ如 ク全 クハ透明ナラズシテ輕度 ニ淡青色 ト

ナ リ此上ニモ顆粒散在ス.

第116日

1)不 染色 ノ細胞アルモ中ニハ青色 ノ顆粒ヲ示ス

モノア リ(+強).

2)深 青色 ノ顆粒原形質内ニ充満 ス(〓 強).

3)大 部分染色セザ レドモ中ニハ濃厚ニ汚青色 ニ

瀰漫性ニ染マルモノア リ(+).

4)不 染 ノモノアルモ前者ヨリモ染色 スル細胞多

ク,又 多少顆粒ヲ示スモノアリ(+).

第194日

2)原 形質ハ散漫性ニ青染 シ其上ニ濃染セル顆粒

多數アリ.核 ハ全 ク遙明ナリ(〓).(コ ノ標本ハ

α「ナフトール」ト「ヂメチールバラフエニーレン

ヂアミン」 トヲ作用セル際媛メタルモノニシテ此

前日(3/XⅡ)室 温低下セルママ行ヒタル トキハ大

部分 ノ細胞ハ染色 セズ.故 ニ此 「イ ンドフエノー

ル」反應ニハ室温ノ闘係スル事甚ダ大ナ リ.)

第3節　 小 括

上述諸種 ノ前處置ヲ施 シタル場合 ニ於ケル膿球 ノ 「オキシダーゼ」反應ハ新鮮標本ニテモ亦

固定標本 ニテモ核 ハ全ク不染ニシテ透明 トナ リ原形質 ニ美麗ナル青色顆粒 ヲ認 ム.而 シテ固定

標本ハ常ニ其像鮮明ナルモ,新 鮮標本ハ細胞ノ輪廓一般 ニ不鮮明 ニシテ且雲状 ニ流ルルモノア

リ(第1表 參照).

「エチーハレアル コール 」

此場合ハ新鮮 標本 モ成績 良好ニシテ固定 セルモノ ト大差ナク何 レモ著明ニ顆 粒ヲ見ル.

「メチールアル コール」

固定標本ニシテ「メチールァルコール」ノ作用時間短 カキ時ハ多少陽性 ノ疑 アルモ其他ノ場合

ハ全ク陰性 ニ終ル.印 チ始 ド完全ニ障碍スルモノラシ.

「ヘプチール アルコール」

新鮮固定共 ニ殆 ド影響 ヲ蒙ラズ.

「エーテル」

新鮮標本ハ「フオルマリン」蒸氣ニ固定 セルモノニ比 スレバ顆粒 ノ色 モ淡ク又細胞 ハ形状 ノ破

壊 セルモノ多 キモ固定標本ハ正常 ノモノ ト殆 ド異 ラズ.

「クロロフオルム」

固定 スル ト否 トニ係 ラズ殆 ド同程度 ニ反應 ス.「オキシダーゼ」ノ障碍 セラルル事極 メテ少 シ.

「チア ン」加里

2-5%ニ 至 ルモ固定標本ハ強度 ニ反應 スルモ,新 鮮標本ハ濃度高ケ レバ可ナ リ成績不良 トナ

ル.
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Tabelle 1　 「イン ドフェノール」反 應 ニ對 スル諸種 ノ影 響
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鹽 酸

一般 ニ固定 セル方抵抗 強クシテ其像美麗 ナリ. 0.1%ニ テハ新鮮,固 定共 ニ何等變化ナキモ,

 0.5%ニ 至 レバ鹽酸ノ作用時間短カケ レバ尚ホ多少青色 ノ調 アルモ,時間長キ トキハ全ク不染色

標本ヲ見ルガ如 シ. 1%ニ テハ終 ニ全ク陰性 トナル.

硝 酸

鹽酸 卜大略同様 ニ影響 ス.

單寧酸

1-2%ニ 於 テモ何等正常 ノ場合 ト異ル所ナ シ.

苛性曹達

0.5-1%迄 ハ新鮮標本ハ多少顆粒 ノ色淡 キモ共 ニヨク反應 スレドモ, 1%ト ナ レバ新鮮 ノモ

ノハ可 ナ リ障碍 セラル. 5%ニ 至 レバ固 定標本モ著 シク不良 トナ リ, 7%ニ テハ細胞ノ形状 モ高

度ニ破壊 セラ レ顆粒 ノ青染 スルモノナク唯輕度 ニ標本全般 ガ青色 ノ調 ヲ帯 プルニ止マル.而 シ

テ10%ニ 於テハ全 ク不染色標本 ト同一ノ像 テ呈スルニ至ル.

「キシロール」

顆粒 ノ色 ハ深青色テ呈 スルモ顆粒ノ位置ハ細胞ノ周邊部 ニノミ存 シ中央部ハ瀰漫性ニ淡青 ス

ルヲ見 レバ多少溶解スルニアラザルカ.

日 光

水中ニ浸 シテ日光ニ曝 セル場合 ト乾燥 ノママノ場合 ト大 イニ趣 ヲ異ニ シ後者ハ何等認 ムベキ

變化 ナキモ前者ハ極度 ニ障碍 セラル.

人工太陽燈

本實驗ニ於テモ水中ニテ照射 セル方成績不良ナ レドモ日光ノ場合ノ如ク著明 ナラズ.是 レ或

ハ其作用時間短 カキタメ其變化 テ起 スニ至 ラザ ルモノカ.

「レントグ ン」線

「レントグン」線ハ紫外線 ヨリ一層影響ヲ及ボス事少 ク乾燥,水 中共 ニ殆 ド同程度 ニ反應ス.

唯放射後3-4週 間ニシテ檢 シタルモノニテハ水中ニテ照射 セルモノ多少不良 トナル感ア リ.

乾燥加熱

98℃ ニテハ30分 間ニ及プモ何等障碍 ヲ受ケザ レドモ160℃ ニテハ全ク陰性ナ リ.

火〓通過

新鮮標本 ハ影響テ蒙ル事可ナ リ高度 ナルモ固定標本ハ比較的抵抗力大ナリ.即 チ此成績 ヨリ

考 フレパ塗抹標 本ヲ火〓 ニテ固定 スルハ本反應 ニ不適當ナルヲ示 スモノナ リ.

温 湯80℃

標本 テ乾燥 ノ儘加熱 スレバ約100℃ 迄全ク變 化ナキモ温湯中ニテ熱 スレパ既ニ80℃ ニテ全ク

陰性 トナル.即 チ標本 ヲ朝燥ノママ竝ニ水中ニ浸 シテ日光 ニ曝露 セル場合 ト同様 ノ關係ヲ示 ス.
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反應物質 ガ水 ニ多少溶解 スルモノカ ト考 ヘラル.

寒 冷-20℃

作用時間1時 間迄 ハ美麗 ナル像 ヲ認 ムルモ2時 間ニ至 レバ可ナ リ不鮮明 トナル.此 場合 モ恐

ラクハ水ノ爲 メニ此悪影響 ヲ受クルニアラザルカ.

Tabelle 2　 時日經過 ト「イン ドフエノール」反應

塗抹後何等固定 ヲ行ハズ シテ其 ママ空 氣中ニ放置スレバ17日 後迄ハ別 ニ障碍 セラルル事ナ

ク著明ニ青色顆粒 見ラルルモ20日 ヲ越 セバ染色度稍々淡 キモノ混在スル ニ至 リ2箇 月餘迄同

様 ノ状態ヲ保 ツ.但 シ原形質ハ顆粒状 トナルモノ少クシテ散漫性ニ染ルモノ増加 ス.室 氣中放

置4箇 月 ニ及ベパ染色セザル細胞可ナリ多數生ズルモ尚ホ明カニ陽性ヲ示 ス.

塗抹後直 チニ「フオルマ リン」蒸氣中ニ放置セルモノハ其抵抗力頗ル強クシテ70日 後 ニ至 ル

モ全ク變 化ナシ, 4箇 月後 トナ レバ多少瀰漫性 ニ染 ルモノ増加 スルモ,其 色 ハ固定後直チニ行

ヘルモノ ト大差ナシ.而 シテ牛歳餘 ノ後迄モ同一ノ状態 ヲ維侍ス.即 チ「フオルマリン」蒸氣ハ

毫モ影響 ヲ與ヘザルモノニシテ標本固定ニハ最モ適當セル モノ ト思 ハル.是 ニ反 シテ 「フオル

マ リン」溶液中ニ浸漬 セルモノハ最初 ヨリ成績 他ノ場合 ニ比 シテ不良ニシテ既 ニ第9日 ヨリ染

色淡ク,第25日 頃 ヨリ細胞内顆粒 ノ數 ヲ減 ジ,第70日 ニ至 リテハ核 ハ全ク透明ナルモ原形質

ハ瀰漫性 ニ帶黒青色ニ淡 ク染ルニ過 ギズ.而 シテ酸 性「フオルマ リン」ト中性「フオルマリン」ト

ヲ比較 スル ニ第70日 ニテハ略ボ同様 ノ像 ヲ呈 ス.

斯 ノ如 ク「フオルマ リン」溶液ハ上述3者 ノ中最 モ不良ニシテ4箇 月後 ニ至 レパ不染色 ノ細胞
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頗ル増加 スルモ全クハ陰性 トナラズ.尚 ホ116日 後 ノモノニ於テハ中性「フオル マリン」溶液ニ

浸 セル モノハ酸性「フオルマ リン」液 ノモノヨリモ不染色 ノ細胞少ク且像モ稍 々鮮明ナ リ.即 チ

酸性「フオルマリン」溶液中ニ保存 セルモノ最モ障碍 セラルルヲ見ル.

附 臟器組織 中ニ於ケル白血球ハ塗抹標本ノ夫 レト大 イニ趣 ヲ異ニシ酸性「フオルマリン」

ニ對 シテモ其抵抗力甚ダ大 ニシテ3 .5年 間該溶液中ニ固定 セル腎臟結核 ノ輸尿管 ヨリノ凍結

切片 ニ就 テ檢 スルニ白血球内ニハ美麗 ナル青色顆粒 ノ充満スルヲ認ム.塗 抹標本 ト臟器組織

トニ於ケル「オキシダーゼ」ノ差異ハ説明 シ難キモ臟器内ニ包容 セラレアル爲 メカ否ヤモ不明

ナ リ.茲 ニハ單ニ事實 ノミヲ記スニ止 ム.

第3章　 本 反 應 ニ 對 ス ル 金 屬 鹽 類 等 ノ 影 響 竝 ニ 諸 種 ル 前 處

置 ニ ヨ リー 旦 陰 性 トナ レル 「オ キ シ ダ ー ゼ 」反 應 ニ

對 ス ル 金 屬 鹽 類 其 他 ノ 影 響

本反 應 ニ於 テモ「ドー バ」皮應 ニ於 クル ト同様酸 竝 ニ「アル カ リ」ニ ヨ リテ「オ キ シダー ゼ」反應

ヲ一旦 陰性 ナ ラ シメ後種 々ノ金 屡鹽類 ヲ作 用 セシメテ如何 ナル金屬 ニ ヨリテ反應 再 出現 スルカ

ヲ試 驗 セ リ.

第1節　 實 驗 方 法

酸 トシテハ1%ノ 鹽酸ヲ「アルカリ」トシテハ10%ノ 苛 性曹達ヲ選ピ先ヅ塗抹セル新鮮竝 ニ「フオルマ リ

ン」蒸氣固定標本ヲ之等 ノ液ニ15分 間浸シ,次 デ水洗後種々ノ金屬鹽類溶液中ニ同 ジク15分 間入 レ再 ビ水

洗シテ最後 ニ「オキシダーゼ」反懸ヲ施ス.尚 ホ金團鹽類其者 ノ作用ヲモ檢スルタメ酸,「アルカリ」ノ前處置

ヲ行ハズシテ金麗鹽類單獨ノモノニ就テモ實驗セ リ.

第2節　 實 驗 成 績

第1項　 金 屬鹽類 ノ作用

((A)ハ 固定セザル標本. (B)ハ 「フオルマリン」蒸氣30分 間固定, (15分)ハ 酸,「アルカリ」ヲ作用セシ

メズシテ唯金屬鹽類溶液ニノミ15分 間浸漬 シ, (HOl)ハ 最初鹽酸ニ, (NaOH)ハ 同 ジク苛性曹達ニ各15分

間,後 金屬鹽類ニ15分 間浸 シ最後ニ「オキシダーゼ」反應ヲ施シタルモノナ リ.(酸 性,中 性等 ト記セルハ溶

液 ノ反應ヲ試驗紙 ニテ檢セルモノヲ示ス.)

1)銅

a)無 水硫酸銅2%(酸 性)

A) 15分 強度 ニ反應 シ普通新鮮標 本ト殆 ド異ラズ

(〓).

HCl核 ノ方散漫性ニ濃染 シ原形質ハ淡ク青色ヲ

呈スルモノ卜.核,原 形質 ノ區別困難 ノモノアリ.

而 シテ青色 顆粒 可ナ リ著明 ニ兩者ノ上ニ散在 ス

(+強).

NaOH EClン 場合ニ類 ス(+強).

B) 15分 核ハ全ク透明ニシテ原形質ノ青色顆粒頗

ル美麗ナ リ(〓).

HCI像 ハ新鮮HCIト 同様即チ核 ト原形質 トノ區
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別 不明ニンテ細胞體全ク同程度 ニ青染 シ其上ニ顆

粒 ノ散在スルモノ及ビ核 ノ方瀰漫性ニ濃染 ズルモ

ノアルモ青色顆粒ハ新鮮標本ニ於ケルヨリモ著 シ

(〓).

NaOH前 標 本ニ類似ス(〓).

b)鹽 化 銅2%(酸 性)

A) 15分 細胞 ノ外界ハ普通標本ヨリ稍々不明ノ感

アルモ青色顆粒著明ナ リ(〓).

HGl硫 酸銅 卜同ジク核 ノ方多少濃染スルモノト.

核 原形質同程度ニ青染 スルモノトアリ.顆 粒可ナ

リ多シ(+).

NaOH略 ボ前標本ニ類ス(+).

B) 15分 普通固定標本ヨリモ細胞個々ノ境界多少

不明ナ リ(〓).

HCl所 見 ハ新鮮HGlト 同様ナルモ顆粒鮮明ナリ

(〓),

NaOH細 胞 ノ形状EClノ モ ノヨ リ多少崩壊シ成

績モ稍々不良ナ リ(〓).

c)鹽 化第1銅2%(酸 性)(全 部溶解セズシテ

沈澱ヲ生ズ.)

A) 15分 普通標本ニ類似ス(〓).

HCl再 出現能力弱ク僅ニ淡青色 ノ顆粒ヲ見ル.核

ト原形質 ノ境界不明 ノモノ多 シ(+弱).

NaOH細 胞 ノ周邊部ハ可ナリ清青色ニ,中 央部

ハ散漫性ニ淡青色 ヲ呈ス.青 色顆粒全般ニ見ラル

(+).

B) 15分 新 鮮15分 ノモノト似ル(〓).

ECl核 ハ明カニ瀰漫性ニ濃染 シ原形質ハ淡 シ.

顆 粒ハ細胞内到ル處 ニア リ(+強).

NaOH前 標 本ニ類似ス(+強).

d)硫 化銅2%(酸 性)(溶 解 シ難 ク沈澱ヲ生

ズ.)

A) 15分 普通新鮮標本 ヨリ多少顆粒 ノ色淡 シ(〓).

HCl細 胞 萎縮 シ核 ノ境界不明ニシテ顆粒ハ細胞

全體ニ擴ガル(+強).

NaOH HOlノ モ ノヨリモ顆粒ノ數少 クシテ主 ト

ンテ細胞 ノ邊縁部ニ並列 シ中央部ハ散漫性ニ青染

ス(+).

B) 15分 全 ク普通固定標本 ト異ラズ(〓).

HCl核 ハ可ナ リ濃染 ン原形質ハ淡 ン,兩 者ノ上

ニ粒顆 ヲ見ル(+強).

NaOＨ 新 鮮NaOHト 同様 ノ像ヲ呈ス(+強).

2)銀

a)硝 酸銀2%(中 性)

A) 15分 硝酸銀ニヨル黒褐色ノ顆粒原形質内ニ充

満 シ,其 間ハ散漫性 ニ青染スルモノア リ.又 同一

細胞中ニ黒褐色顆 粒 ト青色顆粒 ト混在スルア リ

(〓).

HCl同 一標本ニ於テ核ハ透明ニシテ原形質ニハ

15分 ノモノト同様青色顆粒 ト黒色顆粒 ト共ニ存ス

ル部竝 ニ核,原 形質ノ境界不明瞭ノモノ即チ細胞

全體青染 シ顆粒 ノ散在スルモ ノトアリ(+).

NaOH標 本汚穢ナルモ所見ハ大體HClノ モ ノニ

類ス(+).

B) 15分 新鮮標本ト同様ナルモ共像鮮明ナリ(〓).

HCI新 鮮HC1ノ 場合 ト同様標本ニヨリテ或ハ核

ハ全ク透明ニシテ原形質ハ青色ニ染 リ顆粒 ノ著明

ニ存スルア リ.或 ハ核,原 形質ノ區別不明 ノモノ

甚ダシキハ核ノ方散漫性ニ濃染ン原形質ハ淡青色

ヲ呈スルモノアリ.但 シ何 レノ場合モ原形質竝ニ

 核 ノ上ニ青色顆粒散在ス(+強).

NaOH所 見 ハ略HClニ 類 スルモ青色顆粒少 ク

シテ黒褐色ノ銀顆粒多 シ(+強).

「イ ンドフエノール」反應ヲ行ハズシテ唯 硝酸銀

液 ノミ作用セシムレバ顆粒 ハ淡赤褐色ヲ呈スルモ

「オキシダーゼ」反應ヲ施セバ銀顆粒モ著明ニ黒褐

色 トナル.

b)硫 酸銀2%(中 性)(全 クハ溶解セズ.)

A) 15分 核 ハ透明,原 形質 ニハ銀顆粒 ノ外ニ明カ

ニ青色顆粒在ス(〓).
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HCl核,原 形質ノ區別不明 ノモ ノ多ク,中 ニハ核

ノ方濃染 セル如キモ ノア リ.顆 粒ハ兩者ニ著明ニ

存ス(+強).

NaOH HClト 略ボ同様(+).

B)15分 新鮮15分 ノ標本ニ類似ス(〓 強).

HCl新 鮮HClヨ リモ鮮明ナリ(+強).

NaOH新 鮮NaOHト 同様(+強).

3)金

a)鹽 化 金2%(酸 性)

A) 15分 細胞 ノ境界ハ稍々不明瞭ナルモ顆粒 ノ色

ハ深青色ナリ(〓).

HCl 15分 ノモノヨ リモ却テ美麗ナ リ(〓).

NaOH原 形質 ノ境界明瞭ナラザルモ深青色ニ染

ル.但 シ顆粒 ヲ現ハスモノヨリモ瀰漫性ニ染 ル方

多 シ(〓).

B) 15分 新鮮15分 ヨ リモ外界明カニシテ原形質ハ

勿論核 ノ上ニモ顆粒横溢ス(〓).

HCl顆 粒 頗ル著明ナ リ(〓).

NaOH原 形 質ハ顆粒 ヲ表ハスモノヨリモ散漫性

ニ染ルモノノ方多 シ(〓).

b)「 ク リゾルガ ン」(4Amino 2 Aurothiopheno-

lkarbonsauresnatrium)2%(中 性)

A) 15分 細胞 ノ外界明カニシテ顆粒可ナリ著明ニ

存ス(〓).

HCl顯 微 鏡的ニ全 ク不染色 ノ顆粒 ヲ認ムルニ過

ギズ(－).

NaOH HClト 同様(-).

B) 15分 新 鮮15分 ノモノヨリモ美麗ナリ(〓).

HGl肉 眼的竝 ニ顯微鏡的 ニ多少青色 ノ調アルモ

特有 ノ顆粒全クナシ(-).

NaOH全 ク陰性ナ リ(-).

c)「 ロビオン」(Auronllplthioharustoffbenzoesnures

 Natrium) 2%(中 性)

A) 15分 色 ハ深青色ナルモ顆粒 ノ數多 少減 少 ス

(〓).

HCl視 野 ヲ暗クスレバ細胞 ノ形 ヲ認ムルモ全ク

染色セズ(-).

NaOH HCIト 同様(-).

B) 15分 新鮮標本 ト大略同程度ナ リ(〓).

HOl新 鮮標本 ト同様(一).

NaOH新 鮮NaOHト 異 ラズ(-).

a)青 加 金加里2%(中 牲)

A) 15分 普通固定標本 ト殆 ド變化 ナシ(〓).

HCl鹽 酸 ノミヲ作用セル對照 ニ比スレバ顆粒極

ク輕度ニ淡青色ニ染ル(±).

NnOH HClト 似 ル(±).

B) 15分 細胞 ノ境界モ明カニシテ顆粒モ多數存ス

(〓).

HCI新 鮮HClト 相似 タリ(±).

NaOH新 鮮NaOHニ 類 ス(±).

4)白 金

鹽化白金2%(酸 性)

A) 15分 原形質ノ顆粒輕度ニ青色 ヲ呈スルモ正常

新鮮標本ニ比 シテ可ナリ不良ナ リ(+).

HCl顆 粒 頗ル淡 シ(+).

NaOH前 標 本ヨリモ一層淡 シ(±).

B) 15分 細胞 ノ周邊部ノミ青染ス(+),

HCl邊 縁部ハ多少青色ナルモ中央部ハ殆 ド染色

セズ(±).

NaOH　 前標 本ニ類ス(±).

5)鐵

a)赤 血鹽2%(酸 性)

A) 15分 顆粒多少減少スル如 キモ色ハ深青色ニシ

テ美麗ナ リ(〓).

HCl, NaOH　 共 ニ全 ク染色セズ(-).

B) 15分 新 鮮標本 ト同様多少顆粒減少セル如キ感

アルモ頗ル著明ナリ(〓).

HCl. NaOH全 ク青色顆粒 ナシ(-).

b)1半 「クローノレ」鐵2%(酸 性)

A) 15分 全 ク染色セズ(-).
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HCl, NaOH何 レ モ染ラズ(-).

B) 15分 新鮮15分 ト同様(-).

HOl, NaOH共 ニ青色顆粒 ナシ(-).

c)硫 酸第1鐵2%(酸 性)

A) 15分 細胞 ノ輪廓ハ固定標本ヨリ多少不明ナル

モ青色顆粒頗ル多 シ(〓).

HCl全 ク不染色ノママ殘ル(-).

NaoH前 標 本ニ相似 タリ(-).

B) 15分 普通固定標 本ト異 ラズ(〓).

HCl細 胞 ノ形ハ存 スルモ顆粒染ラズ(-).

NaOH新 鮮NaOHニ 類 ス(-).

d)鐵 明礬2%(酸 性)

A) 15分 原形質 ノ顆粒可ナ リ明カニ認 メラル(〓) .

HCl, NaOH核,原 形質共ニ全 ク不染色標本ト同

様ナルモ標本ニヨレバ核ハ全ク透明ニシテ原形質

極 メテ淡ク青緑色 ヲ呈スルモノアルモ顆粒認 メラ

レズ.陰 佐ニ近シ(-).

B) 15分 普通固定標本 ト殆 ド異 ラズ(〓 強)

HCl, NaOH A) HCl, NaOHノ 場合 ト同様ナリ

(-).

6)「 ニ ツケル」

a)硫 酸「ニツケル」2%(中 性)

A) 15分 普通新鮮標本 ト似ル(〓 強).

HCl, NaOH共 ニ細胞 ノ輪廓稍々不明瞭ナルモ極

ク淡キ顆粒状物ア リ(±).

B) 15分 新鮮標本ヨリモ著明ナリ(〓).

HCl, NaOH共 ニ新鮮標本ニ類ス(±).

b)硫 酸「ニツケルアンモニウム」2%(酸 性)

A) 15分 青色顆粒著明 ニ認 メラル(〓).

HCl, NaOH極 ク少數ノ微細ナル顆粒青色 ニ染ル

(±).

B) 15分 新鮮標 本ニ比 シテ強度ナリ(〓).

HCl新 鮮標本HClヨ リ多少濃染スルラシ.但 シ

輕度ニ紫藍色ヲ呈ス(±).

NaOH前 標 本ヨ リ不良 ナリ(±).

7)「 コバ ル ト」

A)鹽 化「コパル ト」2%(酸 性)

A) 15分 細胞 ノ輪廓モ整然 タリ.顆 粒 ハ深青色ヲ

呈ス(〓).

HCl染 色 ノ度可ナ リ淡キモ確 カニ顆粒 ヲ示 ス

(+).

NaOH前 標 本ニ比ンテ細胞可ナリ崩壊スルモ色

ハ青色ナリ(+).

B) 15分 新鮮15分 ノモノヨリ良好ナリ(〓 強).

HCl15分 ノ標 本ト變ラズ(+強).

RaOH顆 粒 ノ數減少 シ.核 モ輕度ニ散漫性 ニ染

ル(+強).

b)硝 酸「コパル ト」2%(酸 性)

A) 15分 顆 粒著明ナリ.固 定標本ニ比スレバ細胞

ノ輪廓稍々明瞭ヲ缺グ(〓 強).

HCl 15分 ノモノヨリモ却テ明カナリ(+強).

NaOH HClヨ リ細胞 ノ外界不明ナルモ顆粒可ナ

リ存ス(+).

B) 15分 新鮮15分 ヨ リ美麗ナ リ(〓).

HGl顆 粒 ノ色ハ15分3リ 多少淡シ(+強).

NaOH新 鮮NaOHヨ リ著 シ.核 ノ上ニモ顆粒 ア

リ(+強).

8)「 ク ロ ム」

a)「 クロム」酸加里2%(中 性)

A) 15分 顆粒稍々減少セル感ア リ(〓).

HCl, NaOH共 ニ全 ク染 ラズ(-).

B) 15分 新 鮮15分 ヨ リ著 シク明瞭ナ リ(〓).

HCl, NaOH何 レモ陰性(-).

b)重 「クロム」酸加里2%(酸 性)

A) 15分 顆粒 ノ數稍々減少セル感アリ.タ メニ普

通標本ヨリ却テ美麗ナリ(〓 強).

HCl, NaOH多 ク ノ標本ハ全ク染 マラザルモ中ニ

ハ原形質稍々淡青緑色 ヲ呈スル感 アリ.但 シ何 レ

モ顆粒 トシテ認メラルルモノナシ(-).

B) 15分 細胞多少萎縮セルガ如シ(〓).
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HCl, NaOH A) HCl, NaOHニ 類 ス(-).

c)「 ク ロム」明礬2%(酸 性)

A) 15分 青色 ノ顆粒アルモ色稍々淡 ク又中ニハ不

染色 ノ細胞 モアリ(+).

HCl, NaOH青 色顆粒 全クナシ(-).

B) 15分 普通固定標 本ト殆 ド異 ラズ(〓).

HOl, NaOH共 ニ青染セズ(ー).

9)「 マ ンガ ン」

a)「 マ ンガン」酸加里0.2%(中 性)

A) 15分 細胞 ノ形頗ル破壊ン,汚 青色ノ物質堆積

スルモ ノ多 ク,定 型的ノ顆粒 ヲ有スル細胞ハ極メ

 テ少シ(+).

HCl前 標本 ト同様汚穢物質可ナ リ存スルモ別ニ

明カニ青色顆粒 ヲ保 ツ細胞 アリ(+).

NnOH鹽 酸 ニ比 シテ細胞 ノ崩壊 スルコト大ナリ

(+).

B) 15分 普通固定標 本ニ比ス レバ核ノ境界不明ニ

シテ細胞全般ニ亙 リ顆粒存在ス(〓).

ECl細 胞 ノ輪廓普通標 本ニ比 シテ明カナラズ.

青色顧粒モ淡 シ(〓).

NaOH新 鮮NaOHト 同様細胞崩壊 スルモノ多シ

(〓).

b)過 「マンガ ン」酸加里0.2%(中 性)

A) 15分 他 ノ金屬鹽類(「 コバル ト」,「ニツケル」)

等 ニ比スレバ汚穢ニシテ核 ノ上ニモ顆粒 アリ(〓)

HCl細 胞 ノ輪廓多少崩ルルモ顆粒ハ明カニ存ス

(〓).

NaOH前 標本 ヨリモ美麗ナリ(〓).

B) 15分 新 鮮15分 ノモノヨリモ美麗ナルモ同ジ

ク顆粒ハ純青色ナラズシテ褐色 ノ調 ヲ帯ブ(〓).

HCl顆 粒 ノ數ハ正常標本ヨリ少シ(〓).

NaOH細 胞 ノ外界明瞭ニシテ顆粒著明ナルモ核

ノ上ニモ散在 ス(〓 強).

c)硝 酸「マ ンガン」2%(酸 性)

A) 15分 深青色ニ染ル顆粒有ルモ固定標本ヨ リモ

細胞 ノ外界不鮮明ナ リ(〓).

HCl顆 粒 トナル壬ノ少ク,多 クハ瀰漫性ニ淡青

色ヲ呈シ,中 二凸少數 ノ顆粒 ヲ有スル細胞 アリ(+

弱).

NaOH HOlヨ リモ顆粒 ノ數少 シ,特 ニ中性多核

白血球 ニハ殆 ド無シ.「 ニオジン」嗜好細胞 ノモノ

ハ詔 メラル(+弱).

B) 15分 細胞 ノ輪廓明カニシテ顆粒充満ス(〓) ,

 HC1新 鮮標本ヨリ細胞内ノ顆粒多キモ15分 ノモ

ノニ比スレバ可ナリ不良ナ リ(+).

NaOH中 性多咳白血球内ノ顆粒 ハ殆 ド染色セザ

ルモ「エオジン」嗜好細胞 内ノ夫 レハ帯緑黄色ニシ

テ光輝アリ(+).

d)鹽 化 「マンガン」2%(中 性)

A) 15分 色 ハ深青色ナルモ普通新鮮標本ヨリ細胞

ノ外界不鮮明ニシテ顆粒 モ大小不同ア リ(〓).

HCl細 胞 ノ周邊部ハ濃染 シ其他ノ部ハ散漫性ニ

淡染ス.核,原 形質 ノ區別ナク顆粒存スルモ核 ノ

方少 シ(+強).

NaOH細 胞 ノ崩壊スルコト固定標本ヨリ大ニシ

テ外界ハ漸次 ニ周圍 ニ移行 シ細胞内到ル處ニ顆粒

ア リ.但 シ核 ノ部ハ多少淡 ク透明ニ近 シ(+).

B) 15分 新鮮15分 ヨ リモ輪廓明瞭ナルモ,核 ハ全

ク透明ナラズシテ輕度ニ.談青色ヲ呈スルモノアリ

(〓).

HCI新 鮮HOlヨ リ顆粒多 シ.色 ハ青色ニ黒味ヲ

帶ブ(〓 弱).

NaOH苛 性 「ソーダ」ノタメ細胞 ノ境界融合ス.

邊縁部ニ近キ程顆粒多 シ,中 央ハ禰漫性ニ淡青色

ニ見ユ(〓 弱).

e)「 マ ンガ ン」明礬2%(中 性)

A) 15分 細 胞ノ形多少崩壊スルモ原形質ハ深青色

ニ瀰漫性又ハ顆粒状ニ染ル(〓).

HCl細 胞 ノ邊縁部 ノミ濃染シ其他ハ總テ淡青色

ニシテ共上ニ顆粒散在ス.核 ノ境 ハ不明ナ リ(+).
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NaOH細 胞 ノ形状殆 ド不明ニシテ細胞 ト思ハル

ル所散漫性ニ可ナリ濃染シ共上ニ顆粒有 リ(+).

B) 15分 正常固定標本 ト異ラズ(〓).

HOI細 胞全體淡青色ニシテ微細ナル帶黒青色 ノ

顆粒散在ス.核 ノ境界不明ナリ(+).

NaOH新 鮮NaOHヨ リ外界鮮明ナ リ(+).

10)「 マ グ ネ シウム」

a)硫 酸「マグネシウム」2%(中 性)

A) 15分 正常新鮮標本ニ類似ス(〓).

HCl, NaOH全 ク染 ラズ(-).

B) 15分 新 鮮15分 ヨ リ濃染シ顆粒モ明瞭ナ リ(〓).

HCl新 鮮HCl卜 同様(-).

NaOH全 ク染 ラズ.所 々ニ黄色透明ノ顆粒 ヲ有

スル細胞ア リ.(「エオジン」嗜好細胞)(-).

b)鹽 化「マグネシウム」2%(中 性)

A) 15分 普通標本ニ比シテ外界稍々不明ナ リ(十).

HCl細 胞 ノ形 状ハ 認 メラルルモ全 ク染色セズ

 (-).

NaOH肉 眼的ニ多少青色ヲ呈スルモ顯微鏡的ニ

顆粒 ノ染色スルモノナシ(-).

B) 15分 新鮮15分 ヨ リ遙 ニ著明ナリ(〓).

HCI, NaOH共 ニ染色セズ(-).

11)亞 鉛

a)硫 酸 亜鉛2%(酸 性)

A) 15分 著 明ニ濃染スル顆粒 ヲ保持ス(〓).

HCl, NaOH不 染(-).

B) 15分 正常標本ヨリ寧 ロ著明ナリ(〓).

HCl, NaOH不 染色標本ト同様(-).

b)醋 酸亞鉛2%(酸 性)

A) 15分 可 ナ リ著明ニ反應ス(〓).

HCl全 ク染色セズ(-).

NaOH汚 穢 ナル緑青色 ノ物質 ヲ見 ルノミ(-).

B) 15分 多少淡染スル所アルモ正常 卜異ラザルモ

ノ大部分ナ リ(〓 弱).

HGl, NaOH何 レモ染ラズ(-).

12)水 銀

a)昇 汞2%(中 性)

A) 15分 少數 ノ細胞 ニ極ク少数 ノ青色顆粒存スル

 モ淡 シ.全 ク不染ノ細胞大多數ヲ占ム(±).

ECl, NaOH全 ク染色セズ(-).

B) 15分 新鮮15分 ノ標本ヨリ稍々濃染 スルモ正常

標本ニ比スレパ頗ル不良ナリ(+弱).

HCI, NaOH不 染色標本 ト異ラズ(-).

b)第2硝 酸水銀2%(酸 性)(溶 解 シ難 クシ

テ沈澱殘ル.)

A) 15分 青色ナラスシテ汚緑色ニ散漫性ニ染ルノ

ミ(-).

HCl, NaOH染 ラズ(-).

B) 15分 新鮮15分 ト同様 ノ像 ヲ呈ス(-).

HCl, NaOH ,新鮮標本ニ類似ス(-).

13) 蒼 鉛

a)次 硝酸蒼鉛2%(中 性)(溶 解 シ難 ク沈澱

ヲ生ズ.)

A) 15分 普通標本ヨリ稍々淡シ(〓).

HBl, NnOH 染色 セル顆粒ナシ(-).

R) 15分 新鮮標本ヨリ稽々著明ナリ(〓 強).

HCl. NaOH新 鮮標本ト同様(-).

14)錫

a)鹽 化 第1錫2%(中 性)(難 溶)

A) 15分 細胞全 ク染 ラズ(-).

HCI, NaOH 15分 ノモノト同様.特 ニ後者ハ細胞

ノ輪廓モ認 メガタシ(-).

B) 15分ECl, Na0H新 鮮 標 本 ト異 ラ ズ(-).

b)硫 酸 錫2%(酸 性)

A) 15分 青 色顆 粒 ナ シ(-).

HCI, NnOH 15分 ニ類 似 ス(-).

B) 15分 新 鮮15分 ト相 似 タ リ(-).

HCl, NaOH 全 ク陰 性 ナ リ(-).

15)鉛

a)過 酸 化 鉛2%(中 性)(溶 解 シ難 ク沈 澱 ラ
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生ズ.)

A) 15分 普通標本ヨリ染色淡 シ(+).

HCl黒 色 ノ汚穢 ナル物質多數アリ.細 胞 ノ核ハ

透明ニシテ原形質ハ極 ク輕度ニ瀰漫性 ニ淡青色ニ

 染 ル感 アルモ顆粒全クナシ(-).

NaOH細 胞 ノ形状 ノ崩ルルモノ多ク,所 見ハ略ボ

HClノ モノニ似ル(-).

B) 15分 普通固定標本ヨ リ多少顆粒 ハ色淡 シ(〓).

 HOl, NoOH A) HCl, NaOHニ 類似ス(-).

b)醋 酸鉛2%(酸 性)

A) 15分 色 ハ深青 色ナルモ顆粒 ハ數多 少減 少ス

(〓).

HCl標 本全體多少紫藍色ニ見 ユルモ定型的ノ青

色顆粒ナシ(-).

NaOH前 標 本 ト異ル所ナシ(-).

B) 15分 新 鮮15分 ヨ リ美麗ナ リ(〓).

HOl, NaOH共 ニ新新鮮標本ニ類ス(-).

16)「 アル ミニ ウム」

a)加 里明礬2%(酸 性)

A) 15分 強度 ニ反應スルモ固定標 本ヨリ稍々淡キ

感アリ(〓).

HCl全 ク染色セズ(-).

NaOH肉 眼的,顯 微鏡的 ニ多少青色ニ見ユルモ眞

正 ノ顆粒ナシ(-).

B) 16分 頗 ル 著 明 ナ リ(〓).

HCI, NaOH染 ラ ズ(-).

b)「 ナ ト リウ ム 」明 礬2%(酸 性)

A) 15分 青 色 顆 粒 明 カナ リ(〓).

HCI, NaOH共 ニ全 ク染 ラズ(-).

B) 15分 新新鮮15分 ヨ リ著明ナ リ(〓).

EfCI, NaOH 不染色標本 ト同様ナリ(-).

c)「 ア ンモニヤ」明礬2%(酸 性)

A) 15分 普通新鮮標本ヨ リ稍 々淡 キ感ア リ(〓).

 HCl, NaOH染 色 セズ(-).

B) 15分 新 鮮標本ヨリ濃染スルモ普通固定標本ニ比

シテ稍々淡キガ如 シ(〓 強).

HOl, NaOH 全 ク陰性ナ リ(-).

17)「 カル シウム」

a)「 クロールカルシウム」2%(中 性)

A) 15分 普通新鮮標本ノ如 シ(〓).

HCl, NaOH染 ラス(-).

B) 15分 新鮮15分 ヨ リ濃染ス(〓).

HCl, NaOH 染色 セズ(-).

b) 硫 酸「カルシウム」2%(中 性)(難 溶)

A) 15分 青 色顆粒著明ニ認メラル(〓 強).

HCl, NaOH共 ニ不染色標本 ト同様ナリ(-).

B) 15分 新新鮮15分 ヨ リモ美麗ナリ(〓).

HCl, NaOH全 ク染 ラズ(-).

18)「 バ リウム」

a)鹽 化「パリウム」 2%(中 性)

A) 15分 大 部分 ノ細胞ハ普通標本ノ如 クハ濃染

ザルモ.「 エオジンJ'嗜好細胞ハ普通 ト同様 ニ濃染

 ス(〓).

HCl多 少青味アルラシク見ユルモ顆粒ハ染 ラズ

(-).

NaOH HClト 同様ナリ(-).

B) 15分 中性自血球 モ濃染ス(〓).

HCl, NaOH新 鮮標本 ト異ラス(-).

b)硝 酸「バリウム」2%(中 性)

A) 15分 青色顆粒著明ナ リ(〓 強).

HCl細 胞 ノ形状ハ認 メラルルモ青染セス(-).

 NnOH HClニ 類似ス(-).

B) 15分 新 鮮15分 ヨ リモ濃染ス(〓).

HCl, NaOH 全 ク染 ラズ(-).

19)「 ス トロ ンチウ ム」

a) 鹽化「ス トロンチウム」2%(中 性)

A) 15分 普通新鮮標本ヨリモ色稍々淡 ク細胞 ノ外

界モ不明瞭ナリ(+強).

HCl. NaOH不 染色標本 ト同様ナ リ(-).

B) 15分 本 標本ニ於テモ何等前處置ヲ施サザルモ
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ハニ比スレバ不良ナ リ(〓).

HCI, NaOH 全 ク染色セズ(-).

b)硝 酸「ストロンチウム」2%(中 性)

A) 15分 普通新新鮮標 本ヨ リ細胞 ノ形状稍々不明ナ

リ(〓).

HCl, NaOH共 ニ細胞 ノ輪廓ハ見 ラルルモ染色 セ

ズ(-).

B) 15分 略 ポ新 鮮15分 ト同 様 ナ リ(〓).

 HCl, NaOH新 鮮 ノモ ノニ 異 ラ ズ(-).

20)「 ナ ト リウ ム」

a)「 ク ロ ー ル ナ ト リウ ム」2%(中 性)

A) 15分 大部分 ノ細胞ハ境界不明瞭ナリ(〓).

 HCl, NaOH同 様 ニ全ク染ラズ(-).

B) 15分 著明ニ顆粒 ヲ見ル(〓).

HCl. NaOH共 ニ陰佐ナルモ後者ハ肉眼的 ニ多少

青味ア リ(-).

b)第2燐 酸曹達2%(「 アルカリ」性)

A) 15分 前處置 ヲ施サザル新鮮標本ト異 ラズ(〓).

 HCl, NaOH全 ク不染(-).

B) 15分 青色顆粒頗ル著明ナリ(〓).

HCl, NaOH 新 鮮標本ニ類ス(-).

c)醋 酸「ナ〒リウム」2%(中 性)

A) 15分 著 明ニ反應ス(〓 強).

HCl 全 ク陰性ナリ(-).

NaOH汚 緑青色ノ物質染 ルモ顆粒ナシ.細 胞 ノ

形状モ不明 ノモノ多シ(-).

B) 15分 新新鮮標本ヨリ良好ナ リ(〓).

HCl, NaOH不 染 色標本 ト同様ノ像ヲ呈ス(-).

d)「 ブ ロームナトリウム」2%(中 性)

A) 15分 核 ハ全ク透明ニシテ原形質 ノ.顆粒深青色

ヲ呈スルモ多少粗 トナル感アリ(〓).

HCI, NaOH細 胞 ノ形状ハ認メラルルモ全ク青色

顆粒無 シ(-).

B) 15分 新鮮標本 ト異ラズ(〓 強).

HCl, NaOH A) HCl, NaOHト 似 ル(-).

21)「 カ リウム」

a)鹽 化「カリウム」2%(中 性)

A) 15分 前處置ヲ行ハザル標本 ト變 ラズ(〓 強).

 HCl, NaOH何 レモ全ク青染セズ(-).

B) 15分 普 通 固定 標 本ヨリ稍々不良ナル感アリ

(〓 強).

HGI, NaOH共 ニ染 ラズ(-).

b)ブ ロームカリウム」2%(中 性)

A) 15分 青色顆粒著シ(〓).

HCl, NaOH共 ニ全 ク不 染(-).

B) 15分 新新鮮 標 本 ヨ リモ 明 瞭 ナ リ(〓).

 HCl, NaOH何 レモ染 ラ ズ(-).

22)「 ア ン モ ニ ウ ム 」

a)鹽 化 「ア ンモ ニウ ム 」 2%(中 性)

A) 15分 原 形 質 ノ顆 粒 著 明 ナ リ(〓).

 HCl, NaOH不 染(-).

B) 15分 新新 鮮15分 ヨ リ明 瞭 ナ リ(〓).

HCl, NaOH新 新鮮標本 ト相似 タリ(-).

b)硫 酸「アンモニウム」2%(中 性)

A) 15分 前處置ヲ施サザルモノト大差ナシ(〓).

 HCl肉 眼的ニ多少青色ニ見ユルモ顯微鏡的ニハ

 全 ク染色セズ(-).

NaOH 全 ク不染(-).

B) 15分 新新 鮮15分 ヨ リ著 明 ナ リ(〓).

HCl, NaOH共 ニ染 ラ ズ(-).

23) 砒 素

a)「 サ ル ワ ルサ ン」(「ネ オ エ ー ラ ミ ゾー ル」)2 %

(中性)

A)　15分 普通新鮮標 本ニ異ラズ(〓).

HCI, NaOH共 ニ不染(-).

B)　15分 著明ニ反應 ス(〓).

HCl, NaOH新 鮮HCl, NaOHト 同様(-).

b)亞 砒酸「ナトリウム」 2%(「 アルカリ」性)

A) 15分 中性嗜好細胞ハ染色比較的淡 キモ 「エオ

 ジン」嗜好細胞ハ深青色 ヲ呈 ス(〓).
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HCl肉 眼的ニハ多少青味アルモ顯微鏡的ニハ全

ク染ラズ(-).

NaOH HClト 同様(-).

B) 15分 新鮮15分3リ 著明ナリ(〓) .

HCl, NaOH青 色顆粒 ナシ(-).

c)亞 砒酸2%(弱 酸性)

A) 15分 顆 粒 ノ數減少シ原形質 ノ邊縁部ノ ミニ存

シ中央部ハ瀰漫性ニ淡青色 ヲ呈ス(+).

HGI, NaOH細 胞 ノ形状ハ認 メラルルモ全 ク青染

 セズ(-).

B) 15分 顆粒 ノ色 ハ深青色ナルモ稍々減少ズ(〓) .

 HCl, NaOH新 鮮HCl, NaOHノ 標 本 ニ類 似ス

(-).

第2項  金屬鹽類以外2-3藥 品ノ影響

1)過 酸 化 水素3%(酸 性)

A) 15分 原形質ノ青色顆粒可ナ リ著明ニ存ス(〓).

 HCl, NaOH全 ク染色セズ(-).

B) 15分A)15分.ノ モ ノト相似 タリ(〓).

HCl, NaOH何 レモ染 ラズ(-).

2)「 ビロ ガロール」2%(酸 性)

A) 15分 原形質 ノ顆粒ハ著明ナルモ比較的細胞 ノ

中央部ニ多 ク邊縁部ニハナシ(〓).

HCl, NaOH全 ク陰性ナ リ(-).

B) 15分 普遍固定標本ト變 ラズ(〓).

HCl, NaOH共 ニ染 ラズ(-).

3)「 ペ プ ト ン」2%(中 性)

A) 15分 深 青 色 ヲ呈 ス(〓).

HCI, NaOH細 胞 ノ形 状 ハ認 メ ラル ル モ 全 ク染 ラ

 ズ(-).

B) 15分 新 鮮15分 ト同 様(〓) .

HCl. NaOH染 色 セ ズ(-).

4)「 タ ンニン」酸2%(酸 性)

A) 15分 青色顆粒著明ナ リ(〓).

HCl, NaOH全 ク不染色標 本 ト同様ノ像ヲ見ル

(-).

B) 15分 新 鮮標本ヨ リ鮮明ナリ(〓).

HCl, NaOH共 ニ全ク染ラズ(-).

第3節 小 括

Tabelle 3金 屬鹽類 其他 ノ「イ ン ドフエノール」反應 ニ對 スル影響
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註 新鮮 トハ膿 ヲ唯塗抹セルノミニシテ固定ヲ行ハザルモノ

固定 トハ「フオルマ リン」蒸氣ニ30分 間固定セルモノ

15分 ハ金屬鹽頚其他溶液ニ15分 間浸漬後「オキシダーゼ」反應ヲ施セルモノ

HClハ 金屬鹽類溶液ニ浸ス前ニ1%ノ 鹽酸ニ15分 間, NaOHハ 同 ジク10%ノ 苛 性曹達ニ15分 間

浸セル後「オキシダーゼ」反應ヲ行ヘルモノトス.
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金屬鹽類ハ本 「オ キシダーゼ」反應 ニ對 シテ全ク影響ナキモノ,或 ハ強度 ニ障碍 スルモノ,

或ハ又酸 「カ レカ リ」ニテー旦反應 テ陰性 ナラシメタルモノヲ再 ビ陽性ナラシムルモノ等種 ア

々 リ.

銅 鹽

銅鹽 ハ何等障碍 セザルノ ミナラズ鹽酸,苛 性曹達等 ニテ一旦陰性 トナセル標本ニ銅鹽ヲ作用

セシムレバ反應明カニ再出現 ス.但 シ溶解 シ難キ鹽化第1銅 竝 ニ硫化銅 ニ於テハ,硫 酸銅及 ビ

鹽化銅 ニ比 シテ程度稍々弱 シ.此 難溶ノ銅鹽溶液ヲ加温 スルモ全ク溶解 セズ.且 此加温 セル液

ヲ作用 セシムルモ成績同様 ナ リ.

銅鹽ハ之ヲ單濁 ニ作用セシメテ「オキシダーゼ」反應 テ行ヘバ普通ノ場合 ト同様核ハ全ク透明

ニシテ原形質ニハ美麗ナル顆粒 ヲ認ムルモノナ レドモHCl, NaOH等 ニテ前處置ヲ施 セルモノ

ニ作用 セシム レバ原形質ノ顆粒ハ依然 トシテ存 スルモ尚ホ散漫性 ニ淡染 シ核 ハ明カニ濃染 シ或

ハ核 原形質ノ境界全ク不明 トナリ原形質核同程度 ニ可ナ リ濃厚ニ且散漫性 ニ青染 シ其上ニ顆

粒ノ散在スル事 ア リ.

銀 鹽

銀化合物 ヲ作用 スレバ 「インドフエノール」反應 ヲ施 ス前ニ既ニ銀顆粒出現スルヲ以デ其像

汚穢 ナルモ,明 力ニ銀顆粒 ト 「オキシグーぜ」顆粒 ノ別々ニ存在スルヲ認 ム.即 チ同一細胞内

ニ兩種 ノ霜粒存 スルニアラザルカ.唯 ダ黒褐色ニ染色スル顆粒大部分ヲ占メ青色顆粒少數 ナル

ハ 「オキシダーゼ」 ト銀 ノ兩者 ニ反應スル顆粒ハ既 ニ銀ニヨリテ着染 セラルルヲ以テ後 ニ青色

ニ染ルモ其像判別 シ難 キタメナルベ シ.由 是觀之,細 胞内ニハ銀 ニノミ反應スル顆粒,「 イン

ドフエノール」反應ノミヲ呈スル顆粒竝ニ之等兩者ノ性質ヲ有 スル顆粒 ノ混在スルヲ想像 セラ

ルレ.

尚ホ銀鹽ニ於テモ一旦HCl, NaOH等 ニテ前處置ヲ施 セルモノニ作用 セシムレバ核透明ニシ

テ原形質 ニ顆粒 ヲ認 ムルモノ ト兩者同程度ニ散漫性ニ青染 シ其上ニ顆粒 ノ散在スルモノ,或 ハ

却 ツテ核 ノ方濃染 シ原形質ハ僅 ニ淡青色ヲ呈 スルモノアリ.但 シ此場合ニ於 テモ原形質内ノ青

色顆粒 ハ明カニ認 メラル.

金 鹽

金化合物中鹽化金ハ強度ニ再出現能力アルモ其他ノ化合物ハ反應頗ル弱 キカ,或 ハ全ク再出

現 セズ.而 シテ鹽化 金ニヨル再 出現ノ像ハ多クノ場合 ノ如ク核ハ極 ク淡 ク染 リ原形 質著明 ニ

濃染 シ其上ニ顆粒 ノ散在 スルモノナ レドモ標本 ニ依 リテハ核 ト原形質ノ區別全 ク不明ノモノア

リ.

白金鹽

白金鹽 ノ再出現 スル能力ハ頗ル微 々タルモノナレドモ鹽酸及 ビ苛性曹達ノミヲ作用 セル對照

標本ニ比 スレバ輕度ナガラ青色顆粒見ラル.

75



1330 内 田 茂 雄

鐡 鹽

「オ キシダーゼ」反應 ノ再出現試驗ニ於 テ鐵化合物中鐵明礬 ハ極 メテ僅 ニ原形質 ノ散漫性 ニ淡

青色 ヲ呈スル事アルモ青色顆粒認 メラレズ.赤 血鹽硫酸第1鐵 ハ何等影響ナキモ1半 「クロー

ル」鐵 ハ既ニ夫 レ自身 「オキシダーゼ」反應ヲ極度 ニ障碍 ス.即 チ鐵化合物 ニハ反應 ヲ再出現 セ

シムル能力殆 ドナシ.

「ニツケル」

「ニッケル」鹽類 モ略ボ鹽化白金 ト同程度ニ再出現 ス.

「コバル ト」

「ニツクル」ニ比 スレバ可ナ リ著明ニ反應ス.特 ニ硝酸「コバル ト」ノ方鹽化物 ヨリ良好ナ リ.

「クロム」

「クロム」化合物 ハ總テ何等影響ナ シ.強 酸化劑タル重「クロム」酸加里 ニ於テモ全 ク再出現 セ

ズ.時 ニ僅 ニ原形質ハ散漫性 ニ淡染 スルヲ見ル.

「マ ンガ ン」

「マ ンガン」鹽類ハ其程度 ハ種々ナルモ,ア ラユル場合ニ明カニ再出現ス.特 ニ「マンガ ン」酸

加里及 ビ過「マ ンガン」酸加里ニ於テハ其他 ノ場合 ハ如ク2%ハ 溶液 ヲ使用スレバ細胞 ノ破壊 セ

ラルルコ ト著 シク シテ其像不明ナルニヨリ0.2%ハ 液ヲ用 ヒタルニモ係 ラズ,銅,鹽 化金等 ト

同程度 ニ一旦清失 セル 「オキシダーぜ」ヲ復歸セシム.之 等 ノ内酸化力強大ナル物質 アレド「ク

ロム」鹽ノ酸化力大ナルモノ トハ作用異 レルガ故 ニ酸化力ノミノタメニ反應ヲ後歸 セシムル ニ

非ズシテ「マ ンガン」ノ作用 ナ リト認 メラル.

「マグネシウム」,亞 鉛

共 ニ何等影響 ヲ與ヘズ.

水 銀

水銀化合物ハ初 メヨ リ障碍 ス.特 ニ第2硝 酸水銀 ハ絶對的ニ障碍 スルモ,昇 汞ハ其作用時間

短カキ トキハ輕度ナガラ反應 ス.

錫

錫 化合物 ハ何 レモ完 全 ニ反應ヴ陰性 ナ ラシム.

蒼 鉛,鉛,「 アル ミニウム」,「 カル シウ ム」,「バ リウ ム」,「 ス トロ ンチウム,「 ナ トリウム」,

「カ リゥ ム」,「 ア ンモ ニウム」,砒 素 何 レモ障碍 セザル モ亦再 出現能力 ナ シ.

過 酸 化水素,「 ピロガロー ル」,「ペ プ トン」,「タ ンニ ン」酸 何 レモ影響 毫 モ認 メラ レズ.

第4章  總 括

既述 セル如ク淋疾膿球 ノ「オキシダーゼ」反應ハ標本ハ新鮮ナル ト「フオルマリン」蒸氣ニ固定

セル トヲ問ハズ反應程度ヲ異 ニスルノ ミニシテ同様 ノ像ヲ示 シ,核 ハ殆 ド常ニ不染(特 殊 ノ場
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合 ゴノミ核 ノ瀰漫性 ニ青染 スルヲ見ル.)ニ シテ原形 質ニ美麗 ナル青色顆粒ヲ現 スモノナレドモ

顆粒時 ニ核 ノ上ニ温 レシモハモアリ.新 鮮標本バ一般ニ其像固定標本ニ比 シテ不鮮明ニ シテ諸

種 ノ理化學的操作 ニ對 スル抵抗 力モ弱 シ.故 ニ淋膿ノ「オキシダーゼ」ハ全部ガstabilナ ルレカ少

ク トモ殆 ド全部 ガstabilノ モノト考 ヘラル.

藤原 教悦 郎氏 モ白血球 ニ於 クル反 應 ハ固定 セル方 明瞭 ナ リト云 ヘ リ.同 氏竝 ニVVinkler氏 ハ

標本 ヲ 「アル コール」ニ固 定 スル コ トヲ推漿 スル モ余 ノ實驗 ニ於 テハ前囘 報告 セル如 ク「フオル

マ リン」蒸氣 ニ固 定 セルモ ノ最 モ良好 ナ リキ.又Winkler氏 ハ「イン ドブエ ノール」反應 ヲ施 ス

ニ當 リa「 ナフ ト-ル 」 ト「ヂメチール パ ラフエ ニー レ ンヂア ミン」ノ2液 ヲ別 々 ニ作用 スル モ

勝 沼氏 ハ兩液 テ混合 スル方著明 ニ反應 ス ト云 フ.余 モ勝 沼氏 ノ法 ヲ得策 ト信 ズル コ トハ既 ニ報

告 セ リ.

膿球 「オ キ シダー ゼ」反應 ノ諸種理 化學的操作 ニ對 スル抵 抗 カヲ見 ル ニ「メチール アル コール」

ハ「オ キ シダー ゼ」反 應 ヲ著 シク障碍 スル モ,「 エ チール アル コール」,「ヘ プチール アル コール」,

「エー テル」,「 クロ ロフオル ム」,「 キ シロール」等 ハ全 ク影響 ナ キカ極 ク輕度 ニ障碍 スル ニ過 ギ

ズ.「 チ ア ン」加 里ハ其濃度濃厚 トナル ニ及 ビテ新鮮 標本 ニ於 テ稍 々成績 不良ナル ヲ認 ム.

酸類 ノ中鑛酸類ハ可 ナリ著明 ニ影響 スレドモ單寧酸,醋 酸等ハ何等障碍 セズ.

「アルカ リ」ハ鑛酸ニ比 スレバ其作用弱ク シテ可ナ リ濃厚液ニシテ細胞ノ破壊 ヲ來 スモ尚ホ1

部 ニ陽性 ナルヲ見ル.

「オ キ シダー ゼ)」反應 ハ温熱作用 ニ對 シテハ乾燥 ト水 中 ニ浸 セル モノニテハ著 シク其抵抗力 ヲ

異 ニ シ,温 湯 中 ニテ ハ既 ニ80℃ ニテ全 ク陰性 トナル ニ反 シ,乾 燥 ノママニテハ約100℃ ニ至 ル

モ著明 ニ反應 ス.火 焔 ニ對 シテハ固定 セル モノハ可 ナ リ抵抗 力強 キモ新 鮮 ノモ ノハ障碍 セラル

ル事大 ナ リ.即 チ新鮮標 本 ヲ火焔 ニテ固定 スルハ本反 應 ニハ適 セザル ヲ示 スモノナ リ.

高温 ニ反 シ低温 ニ對 シテハ抵抗 力頗 ル強ク シデ-20℃1時 間ニテモ殆 ド變化 ナシ.

上述諸種 ノ成績 ヲ考察 スルニ「エチールアル コール」,太陽燈ノ場合 ト「キシロール」,「クロロ

フオルム」 ノ場合ニハ顆粒ノ排列状態全ク反對 ニシテ前者ニテハ顆粒ハ細胞 ノ中央部ニ集團状

トナ リ邊縁部ハ全 ク顆粒缺如 シ,後 者 ノ場合ニアリテハ顆粒ハ邊縁部 ニ1-2, 3列 ニ竝 ビ細胞

ノ中央部ハ全ク瀰漫性 ニ淡青色 ニ染 ル.是 レ恐 ラク「アル コール」ノ紫外線照射ノ トキハ細胞萎

縮ノタメ,「 キシロール」,「クロロフオルム」ノ場合ハ細胞多少溶解 セラルルタメ斯 ノ如キ像 ヲ

呈スル モノナランカ.

鹽酸,苛 性曹達共 ニ 「オキシダーゼ」反應 ノ前ニ作用 スレバ何 レモ障碍 スルモ,最 初 「オキ

シダーゼ」反應ヲ試 ミ後 ニ之等 ノ液 ニテ處置 スレバ鹽酸ハ同ジク反應ヲ陰性 ナラシムルモ,苛

性曹達ハ一旦現 ハ レタル反應ハ之 ヲ10分 間(10%)作 用 セシムルモ依然 トシテ稍失 セズ.次 ニ

Winkler,勝 沼氏等 ノ云 フ如ク「アルコホル」ハ前處置ニテハ殆 ド影響 ナキモ(Winkler,藤 原教

悦郎氏等 ハ標本 ノ固定 ニ「アルコール」ヲ使用 ス)「 イン ドフエノール」反應後 ニ考ヲ作用 セシム
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レバ殆 ド瞬間ニ清失 ス.但 シ此陰性 トナ レル標本ヲ水洗 スレバ再 ビ反應 ヲ現ハ セリ.故 ニ之等

諸種 ノ薬品 ハ等 シク「オキシダーゼ」チ障碍 ス ト稱 セラルルモ其性状各々異ルモノナラント考 ヘ

ラル.是 ニ就 テノ詳細 ハ追テ報告スベ シ.

標本ヲ水中ニ浸 セバ可ナ リ著明ニ障碍 セラルルモノニシテ,乾 燥 ノママニテバ約100℃ ニ及

プモ何等變化ナキモ,温 湯中ニテハ既 ニ80℃ ニシテ全 ク陰性 トナルニ徴 シテモ明カナ リ.是 ト

同様 ハ關係 ハ日光 ニ曝露 セル際 ニモ見 ラル.即 チ水中ノモノハ殆 ド陰性 トナルニ反 シ乾燥 ハマ

マ日光 ニ曝 セルモハニテハ夏期5時 間ニ及 ブモ何等認 ムべキ變化ナ シ.是 レ反應物質 ガ水 ニ溶

解 スル關係即 チ細胞溶透歴 ノ關係 ニ因ルカ.

紫外線, X線 ニ於テモ恐 ラク是 ト同様 ナルべキモ作用時間短カキタメ未ダ此程度ハ障碍 ヲ起

スニ至 ラザルモノナルべ シ.唯 紫外線 ニ於テハ多少此傾向ヲ示 ス.尚 ホX線 モ放射後時 日ヲ經

過 セルモノニ於テハ特 ニ水中ニテ放射 セルモルハ稍々障碍 セラルラシ.

高温 ニ反 シ低温 ハ「オ キシダーぜ」ニ對 シテ影響 ヲ與 フルコ ト極 メテ尠 シ.此 事ハ既ニ勝沼氏

モ述 プル所 ニシテ凍結切片ノ操作ハ「オキシダーゼ.」ニ支障ナシト云フ.

余 ノ實驗ニ於テ氷 ト食鹽 トヲ加ヘタルモハノ中ニ直接2時 間放置セル標本ハ成績稍々不良ナ

リシバ或 ハ此場合 ニモ水 ハ作用 ニ由ルモハニアラザル カ.

塗抹後,室 氣中ニ放置スルモ,「 フオルマ リン」蒸氣又ハ「フオルマリン」溶液中ニ貯藏 スルモ

何 レモ絶對的ニ障碍 スルモノナ シ.「オ キシダーゼ」反應 ハ「フオルマ リン」蒸氣 ニ對 シテ最モ抵

抗強ク半歳餘ニシテ尚ホ著明ニ反應 ス.空 氣中ニ放 置セルモノハ稍々抵抗 力弱 ク,「フオルマリ

ン」溶液ニ浸 セルモノ最 モ不良ナ リ.此 場合ニモ水 ガ惡影響ヲ及ボスモノ ト考 ヘラル.「 フオル

マ リン」液 ノ中性溶液ハ酸性溶液 ヨリ多少良好 ナルガ如 シ.

金屬鹽類 ノ作用 ハ種々ニシテ或 ハ反應 ヲ障碍 スルモノ,何 等影響ナキモノ,或 ハ又一旦陰性

トナ レル反應ヲ再出現 セシムルモノアリ.

多クノ金屬鹽類 ハ何等特別 ノ作用ナキモ,水 銀竝ニ錫 ハ絶對的ニ障碍 ス.此 際之等 ノ物質 ト

蛋白質 トハ凝固作用 モ關與スペシ.是 ニ反 シテ銅,銀,金,「 マ ンガン」,「コバル ト」,「ニツク

ル」,白 金ハ其程度ハ異ルモ鹽酸及 ピ苛性曹達ニヨリテ 初 メ陰性 トナレル反應 ヲ再 ビ復歸セシ

ム.鐵 化合物 ニハ此作用殆 ドナキノミナラズ却テ其1部 ノ鹽類例ヘバ1半 「クロール」鐵 ノ如キ

ハ反應ヲ障碍 ス.唯 鐵明礬 ハ時ニ原形質僅ニ淡青色ニ染ルコ トアルモ顆粒ナシ.

金化合物 ノ中青化金加里 ハ再出現能力頗 ル弱ク,「 ク リゾルガン」,「ロピオ ン」ハ全 ク復歸 セ

ズ.是 レ前者 ニテハCNノ タメ後者ハ其化合頗ル複雑ニシテ金含有量少 キカ,或 ハ他 ハ障碍 ス

ル物質ノ混入セルタメナランカ.

銀化合物 ニ於 テハ前章第3節 ニテ述べタル如ク同一標本 ノ同一細胞中ニ黒色 ノ顆粒 ト青色 ハ

顆粒混在スルラ以 テ此兩者ニ別々ニ反應スル顆粒ノ存在 スルヲ想像セラル.而 シテ黒色顆粒多

數 ニシテ青色顆粒 ノ尠 キハ同一顆粒 ニシテ此兩反應 ヲ現 ハスモノアルモ黒褐色ノ銀顆粒ノタメ
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青 色 ハ見難 キタ メナ ラ ンカ.

「イン ドフエ ノールセ」反 應 ヲ再出 現 セ シムル元 素 ヲ週 明律 表 ニ ヨツテ見ル ニ第1,第7,第8屬

ニ相當 ス.此 再出現能 カヲ其程度 ニ ヨ リテ示 セバ第4表 ノ如 ク過 「マ ンガ ン」酸加里,「 マ セガ

ン」酸加里,鹽 化金,硫 酸銅,鹽 化銅,鹽 化 「マ ンガ ン」,硝 酸銀,硫 酸銀,鹽 化 第1銅,硫 化

銅,硝 酸「コバル ト」,鹽 化「コバ ル ト」,稍 酸 「マ ンガ ン」,「 マ ンガ ン」明礬,鹽 化 白金,硫 酸「ニ

ツケル」,硫 酸「ニツケル ア ンモニ ウム」,青 化 金 加里 ノ順 トナ ルモ特別 ノ場 合 ヲ除外 シ其 屬ニ ヨ

リテ區別 ス レバ大體「マ ンガ ン」,金 銅,銀 「コバル ト」,白 金,「 ニツケル」ノ順 トナ ル.

Tabelle 4 金屬鹽類 ノ「オ キシダーゼ」反應再出現順位

註 新鮮標本ニ於ケル反應度ハ稍々弱キモ茲ニハ固定標本ノ成績 ノミヲ掲グ.

反應度 トセルハHCl又 ハNaOH處 置後 ニ金屬盟ヲ作用セシメテ現ハルル「オキシダーゼ」反應 ノ

  程度ヲ示 ス.

即チ本反應 ノ復歸 スルハ週期律 ニ從 フモノニシテ元素ノ原子量及 ビ反應 ノ性 ニハ無關係ナル

モノナ リ.此 事實ハ今日迄余ノ散見セル文獻中ニ於テハ未ダ見ザル所ナ リ.若 シ果 シテ週期律
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ニ從 フモノナ リトセバ 第1屬 ハ「ガ ドリニウム」
,第7屬 ノ「サ マ リウム」,第8屬 ノ「ロ ヂウ ム」,

「イ リヂウ ム」竝 ニ「パ ラヂウム」等 モ此 作用 アルベ キモ憾 ム ラク ハ之等 ノ薬 品 ヲ入手 スル事能 ハ

ズ,又 水 ニ溶解 シ難 キモノ アル ヲ以 テ遂 ニ實驗 ヲ行 フ機 會 ナカ リキ.

尚ホ鐵化合物 中鐵明礬 ハ原形質 ノ稍々淡染 スル感 アルモ確實 ニ陽性 トハ認 メ難 シ.

「オキ シダーゼ」反應 ノ再出現 ヲ酸化作用 ノミニ歸 スべキモノナラバ過「マ ンガン」酸加里以外

ノ重「クロム」酸加里 過酸化鉛,過 酸化水素等 ニヨリテモ再出現 セザルべカラザルモ之等 ハ全

ク陰性 ニ終ル.

「オ キ シダー ぜ」反應 ト氣温 トノ關係

「ドーバ」反應 ハ37℃ 孵 卵 器中 ニテ行 フヲ以 テ周 園 ハ氣温.ヲ考慮 スル ノ要 ナケ レ ドモ「イン ド

フエノール」反應 ハ通 常室温 ニ於 テ實驗 スル モノナル ガ故 ニ氣温 ノ關係 スル事甚 ダ大 ナ リ.勝

沼氏 モlabile Ogydaseニ 於 テ或種 ノ細 胞,例 ヘバhiatiogene-, eosinophile-, Mastzellen ハ

夏 季 ハ陽性 ナル モ冬季 ハ陰性 トナル ガ故 ニ寒 キ地方 ニテ ハ室温 ヨ リモ30℃ ハThermostatニ

テ行 フベ シ ト言 フ.余 モ金屬鹽類 ノ作 用 ヲ檢 スルニ當 リ,「 マ ンガ ン」酸加里,過 「マ ンガ ン」酸

加里 ハ夏季 行 ヒテ陽性成績 ヲ得 タル モ,鹽 化「マ ンガ ン」,硝 酸「マ ンガ ン」及 ビ「マ ンガ ン」明礬

ハ稍 々寒 冷 ヲ覺 ユル候 ニ至 リテ始 メテ實驗 セル ニ鹽酸,苛 性曹 達 ニテ陰性 ナ ラ シメタル標 本ハ

再 出現 セズ,タ メニ「マ ンガン」ニヨル再 出現 ヲ疑 ヒタ リ.又 「フオ ルマ リン」蒸 氣,「 フオ ル マ リ

ン」液等 ニ貯蔵 セルモノニ於テ193日 目ノ成績 ヲ見ルニ 「フオルマリン」蒸氣 ノモノハ可ナ リ著

明ニ反應 スルモ空氣中竝 ニ「フオルマ リン」溶液中ニ放置セルモノハ染色セザルタメ陰性ナラ ン

カ 卜考 ヘタルモ其翌 日室内ノ温度ヲ煖 メテ試驗 セルニ何 レモ明 カニ陽性 ニ出デタ リ.故 ニ本反

應 ヲ施 スニ當 リテハ,強 陽性 ノ場合 ハ別 トシテ反應比較的弱キ トキハ周圍ノ氣温ヲ考ヘザ レバ

往 々誤謬 ニ陷ル懼 レナシトセズ.

此温度的關係 ヲ一層明カニセン爲 メ次ノ實驗ヲナセリ.即 チ既述ノ如ク鹽酸ニヨリテ陰性 ナ

ラシメ次 ニ硫酸「ニツクル」竝 ニ硝酸「コバル ト」ヲ作用 セルモノ及 ビ對照 トシテ普通固定標本テ

使用ス.

初 メ2℃ ノ室 ニテ「インドフエノール」反應 ヲ施 セルニ普通標本ニテハ直チニ定型的 ノ青色顆

粒ヲ認 ムルモ前處置ヲ施 セルモノハ7分 後 モ全 ク不染色標本 ト異 ラズ.,次 昌之 ヲ13℃ ノ室 ニ

持 チ來 レルニ次 ノ3分 間後ニハ何 レモ核ハ透明ニシテ原形質 ニハ極ク僅少ノ淡青色顆粒出現セ

リ.

而 シテ初 メヨリ13℃ ノ室ニテ本反應ヲ施 セル標本ニアリテハ普通固定標本ハ勿論諸種前處

置ヲ施 セルモノモ1分 後已ニ肉眼的ニモ淡青色 ヲ呈 シ鏡檢 スルニ淡青色 ノ顆粒可ナ リ多數存 ス

ルヲ見タ リ.

附 余 ハ以 上ノ實驗 ヲ膿ノ塗抹標本ニテ行 ヒ,次 デ試驗管内實驗ニ移 リシモ其成績ハ上述 ノ

成績 ノ如クニ定型的 ニ非ズ シテ種々ノ障碍ア リ.目 下綾行中ナル故追テ報告スル所 アルベ シ。
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第5章　 結 論

1)膿 球 ハ「イン ドフ エハー ル」反應 ハ標 本 ラ「フオル マ リン」蒸氣 ニ固 定 スル ト否 卜ヲ問 ハズ

多 クハ楊合 ニ核 ハ不染 ニ シテ原形質 ニハ美麗 ナル青色 顆粒 ヲ示 スカ,或 ハ瀰漫性 ニ染 ル.唯 特

殊 ノ場合,即 チ銅,銀 鹽 ニ ヨル再 出現 ノ際 ニ核 ノ散漫 性 ニ濃染 スル ヲ見ル事 ア リ.

2)膿 球 ハ「オ キ シダー ゼ」ハstabilニ シテ且標 本 ヲ固 定 スル方其反應著 明ナ リ.

3)「 メ チ-ル アル コール」,鑛 酸,「 アル カ リ」,温 湯(80℃),錫,水 銀, 1部 ノ鐵 化合物 等

ハ「オキ シダー ゼ」反應 ヲ絶 對 ニ障碍 ス.

4)「 エ チール アル コール」,火 焔,「 フオ ル マ リン」溶液竝 ニ空氣中放 置等 ハ種 々 ノ程 度 ニ障

碍 ス.

5)「 ヘ プ チ-ル アル コール」,「エー テル」,「ク ロロフオル ム」,「キ シロー ル」,乾 然(100℃),

塞 冷,日 光, X線,紫 外線,「 フオル マ リン」蒸氣竝 ニ多 ク ハ金屬鹽類 ハ本反應 ニ對 シ殆 ド影響

ナ シ.

6)「 イ ン ドフエハール」反 應 バ一定 ノ金 屬即 チ銅,銀,金,「 マ ンガ ン」,「コバル ト」,「ニ ツ

クル」竝 ニ白金 ニ ヨ リテ一旦 清失 セル反應 ガ再出現 ス,即 チ一旦反應 ノ消失 セルモ ノニ之等 ノ

金 屬鹽 ヲ作用 セ シメテ再 ビ「オ キ シダー ゼ」反應 ヲ試 ミル時 ハ反應陽 性 トナル.換 言 セバ週 期律

表 ハ第1,第7,第8屬 ニ位 スル元 素 ニヨ リテ再 出現 ス,而 シテ大略 「マ ンガン」,金,銅,銀,

「コバル ト」,白 金,「 ニ ツクル」ノ順 トナル.

7)「 イ ン ドフエノール」反應 ハ氣温 ト大 ナル關係 ア リテ寒冷 甚 ダ シキ時 ハ操作 ニ當 リ煖 ムル

必要 ア リ.

稿 ヲ終ルニ臨 ミ不斷ハ御指導ト御校閲ヲ賜 リタル恩師皆見教授ニ深謝ス.(4. 12. 20.受 稿)

文獻ハ次囘ニ譲ル.

81



1336

612. 1. 2

Kurze Inhaltsangabe.

Uber die Oxydasereaktion von Eiterzellen.

Von 

Shigeo Uchida.

Aus der Universitats-Hautklinik in Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. Seigo Minarni).
Eingegangen am 20. Dezember 1929.

Die Oxydasereaktion von Eiterzellen zeigt sowohl bei den mit Formalindampf

 fi xierten, als such bei den frischen Ausstrichpraparaten das gleiche Bild. Die fixierten

 Praparate weisen jedoch im allgemeinen ein deutlicheres Bild auf als die frischen 

Praparate. Daher kann man behaupten, dass die Oxydasereaktion der Eiterzellen stabil

 ist.

Was ihre Widerstandsfahigkeit gegen verschiedene physikalische- u. chemische Vor-

behandlungen anbelangt, so zeigt sich these in folgender Weise: (S. Tabelle 1 im Text)

Methylalkohol hebt die Reaktion fast vollkommen auf, dagegen weisen Athylalkohol,

 Hepthylalkohol, Ather, Chloroform and Xylol keine ungiinstige oder nur eine sehr

 leichte Beeinflussung auf. Cyaukali zeigt erst bei einer relativ hohen Konzentration

 (5%) eine leichte Schadigung.
Unter den Sauren haben Mineralsauren eine ziemlich deutliche Beein_??_ussung, jedoch 

organische Sauren (Tannin-, Essigsaure etc.) keine Schadigungen zur Folge. Alkali zeigt

 eine schwachere Einwirkung als Mineralsaure.

Die Temperaturwirkung ist bei trocknem Zustand and bei Einlegen in Wasser ver-

schieden, so dass die Reaktion im letzteren Falls schon bei 80•Ž negativ ausfallt, wahrend 

sie im ersteren selbst bei 100•Ž noch deutlich erhalten bleibt.

Gegen Gasflamme sind fixierte Praparate ziemlich stark widerstandsfahig, dagegen

 werden frische Praparate stark gestort.

Gegen niedrige Temperaturen besitzt die Reaktion eine starke Widerstandsfahigkeit,

 sie zeigt namlich auch noch bei-20•Ž fast keine Storung.

Wenn man die Praparate den Sonnenstrahlen aussetzt, wird die Reaktibn bei trocknem

 Zustand niemals, aber bei Einlegen im Wasser erheblich beeinflusst. Nach der Best-

rahlung mit ultravioletten Strahlen und Rontgenstrahlen zeigt sie fast keie merkliche

 Veranderung. Aber die mit Wasser getrankten Praparate geben etwas schlechtere

 Ergebnisse als die trockenen.
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Beim Einlegen der Praparate in Formalindampf, Formalinlosung und in der freien

 Luft fallt die Reaktion ziemlich lange positiv aus. Die in Formalindampf eingelegten

 Praparate zeigeu die Reaktion am langsten, und zwar bleibt die Reagierbarkeit selbst

 each 1/2 Jahr langer Aufbewahrung im Dampf noch unvezandert erhalten. Unter den

 verschiedenen Formalinlosungen bewirkt saure Losung der Reaktion eine grossere

 Schadigung als die neutrale Losung.

Die Wirkung der Metallsalze ist verschiedenartig. Viele Metallverbindungen (Chrom,

 Magnesium, Zink, Wismut, Blei, Aluminium, Calcium, Barium, Strontium, Natrium,

 Kalium, Ammonium etc) haben auf die Reaktion zwar keine spezifische Wirkung, Queck-

silber, Zinn etc. jedoch in alien Fallen einen schadigenden Einflluss. Dagegen lassen

 Gold-, Silber-, Kupfer-, Maugan-, Nickel-, Kobalt- und Platinverbindungen die durch

 Salzsaure oder Natronlauge einmal negativ gewordene Reaktion wieder zum Vorschein 

kommen, wenn man noch einmal die Oxydasereaktion probiert. Also reaktivieren die

 Metallsalze der I., VIIL und VIII. Gruppe des periodischen Gesetzes die Oxydasereaktion.

(Adoreferat).
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